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第９回教育委員会定例会議事要録 

     詳細―教育部庶務課 電話０３－３９８１－１１４１ 

附属機関又は 

会議体の名称 
教育委員会第９回定例会 

事務局（担当課） 教育部庶務課 

開催日時 令和２年９月８日 午前９時３０分 

開催場所 教育委員会室 

出席者 

委員 
金子 智雄（教育長）、樋口 郁代（教育長職務代理者）、白倉 章、

酒井 朗、村瀬 愛 

その他

教育部長、庶務課長、教育施策推進担当課長、学務課長、放課後対策課

長、学校施設課長、指導課長、教育センター所長、図書館課長、環境保

全課係長 

事務局 庶務課庶務グループ 

公開の可否 一部公開  傍聴人  ２人 

非公開・一部公開

の場合は、その理

由 

報告事項第５号～第８号は人事案件のため非公開とする。 

会議次第 

協議事項第1号 千川中学校改築スケジュールの変更について 

（学校施設課） 

協議事項第2号  学校給食への公費補助事業ついて（学務課） 

報告事項第1号 豊島区立千早図書館の外壁改修に伴う休館について 

（図書館課） 

報告事項第2号 ICT環境の整備について（庶務課） 

報告事項第3号 インターナショナルセーフスクール推進事業 認証校

１校当たりの事業費の推移（教育施策推進担当）

報告事項第4号 池袋第一小学校仮校舎の安全対策について（学務課、

学校施設課） 

報告事項第5号 会計年度任用職員（文化財保護専門員）の配置につい

て（庶務課） 

報告事項第6号 会計年度任用職員（スクール・スキップサポーター）

の配置について（放課後対策課） 

報告事項第7号 会計年度任用職員（部活動指導員）の配置について

（指導課） 

報告事項第8号 園長の職務代理について（指導課） 

報告事項第9号 椎名町小学校の騒音測定について（環境保全課） 
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事務局） 

 委員の皆様お揃いです。 

本日、傍聴者が２名いらっしゃいます。 

金子教育長） 

 宜しいですか。定刻になりましたので、始めさせていただきます。 

第９回の教育委員会定例会開催いたします。 

 本日、傍聴２名ということですが、宜しいでしょうか。 

（委員全員了承） 

金子教育長） 

 それでは、入っていただいてください。 

＜傍聴者入場＞ 

金子教育長） 

 署名委員申し上げます。酒井委員、村瀬委員、宜しくお願いいたします。 

（１）報告事項第１号 豊島区立千早図書館の外壁改修に伴う休館について 

金子教育長） 

 それでは、まず、報告第１号の方から、豊島区立千早図書館の外壁改修に伴う休館につ

いて、ご報告があります。 

 図書館課長、お願いします。 

＜図書館課長 資料説明＞ 

金子教育長） 

 ご説明終わりました。何かご質問、ご意見ございましたら。宜しいですか。 

 議会には、今度の子ども文教委員会での報告になります。 

 はい、図書館課長。 

図書館課長） 

 既に、第２回定例会の方で済ませております。 

金子教育長） 

 してあるということですね。分かりました。 

 以上、了解いたしました。 

（委員全員異議なし 報告事項第１号了承） 

（２）報告事項第９号 椎名町小学校の騒音測定について 

金子教育長） 

 次に、報告事項第９号、椎名町小学校の騒音測定につきまして、ご説明をお願いいたし

ます。 

環境保全課係長、お願いします。 

＜環境保全課係長 資料説明＞ 

金子教育長） 
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 説明終わりました。ご質問、ご意見ございましたらお願いします。 

 宜しいでしょうか。この結果については、私どもに報告いただく予定はありますか。 

環境保全課係長） 

 はい。改めて、報告させていただく予定でございます。 

金子教育長） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 宜しいでしょうか。 

 それでは、報告事項第９号について、了解いたしました。 

（委員全員異議なし 報告事項第９号了承） 

（３）協議事項第１号 千川中学校改築スケジュールの変更について 

金子教育長） 

 ここから、あとは、教育委員会内部の案件ですね。 

 協議事項の第１号、千川中学校改築のスケジュールの変更について。 

 はい、学校施設課長。 

＜学校施設課長 資料説明＞ 

金子教育長） 

 説明が終わりました。ご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

 いずれにせよ、千川中学校建替えというのは、大前提になっています。また、仮校舎と

して場所が動くとなると、教育委員会として、議会に条例変更を出すことにも関わってき

ます。なので、まずは、その学校の位置について、教育委員会として、きちんと判断をす

る必要がございます。特に、今回は、これまで予定していたところを変えるということに

ついて、ご議論いただきたいと思います。 

 加えて、今回は新たな話であり、スケジュールが押してしまうことについて、周知すべ

きだと、事務局は考えているのですが、それで宜しいかということでございます。 

 ここまで９校は改築してきているということで、２３区の中では、進めてきている方だ

とは思います。それでも、大分費用がかかりますので、３０校全てやるのには相当時間か

かります。その中で、現時点の１１校目については、スケジュールのとおりやるというこ

とが、既に決まっております。１２校目以降はどうするかについては、これから検討する

ということで、新たな長寿命化計画を並行して検討中でございます。 

以上、補足させていただきました。 

いかがでしょうか。何かご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

 酒井委員、お願いします。 

酒井委員） 

 こちらの方の旧小学校の跡地は、区の複合施設は並行して建てるわけですか。 

金子教育長） 

 はい、学校施設課長。 
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学校施設課長） 

 もともと、西部地域複合施設の整備計画がありましたが、こういった施設を複合化して、

建てる計画がありました。資料の４ページ、別紙２のところです。一旦、これを全部白紙

に戻すということです。 

次、５ページおめくりください。改めて、どういった施設をその中に作っていくのかと

いう候補となる施設が、５ページの（２）に記載している施設でございます。これらが全

て入るということではなくて、この中で入れるものを検討していくというものです。 

また、（３）をご覧いただきますと、こちらに「仮校舎」とございます。仮校舎につい

ては、新たな施設計画の中に入ります。仮校舎は入るのですが、それ以外に（２）で記載

されている施設がどこまで入ってくるということは、今後の検討になります。 

金子教育長） 

 宜しいでしょうか。 

酒井委員） 

 そうしますと、仮校舎の敷地の中に敷設されて、西部区民事務所ですとか、様々な施設

が同居するという形のものになるということですか。 

金子教育長） 

 はい、学校施設課長。 

学校施設課長） 

 例えば、敷地を分け、それぞれ建て合うのかとか、一緒に建てて、建物内でセキュリテ

ィラインを設けるのかなど、具体的な仕様については、これからになります。 

仮校舎を建てることは決まりましたが、それ以外の施設がどのような形で入ってくるの

かは、現状ではまだ決まっておりません。従いまして、敷地の使い方や建物の建て方も、

これから検討していきます。 

金子教育長） 

 ５ページの西部区民事務所から防災備蓄倉庫までありますけど、現在の形の中では、ど

れとどれが入っているかというのも説明していただけますか。 

 はい、学校施設課長。 

学校施設課長） 

 現在、敷地内にございますのが、（２）の一番上に、西部区民事務所、あと、２番目、

３番目は、周辺の別の敷地にございまして、同じ敷地の中にはございません。４番目から

最後の防災備蓄倉庫までは、西部区民事務所と併設されています。 

酒井委員） 

 分かりました。 

金子教育長） 

これまでは、前の計画があって、引っ越してくることだったわけですけども、改めて、

検討し直すということになりました。 
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酒井委員） 

 分かりました。 

 仮校舎で子供たちが学習している期間は、区民事務所については、当座、別のところに

あった方がいいのではないかと思ったものですが、そういうわけにもいかないわけですね。 

金子教育長） 

 いかがですか。 

 はい、学校施設課長。 

学校施設課長） 

 現時点で、西部区民事務所は、敷地内にありますので、西部区民事務所が別の敷地に移

るかということは、これから決まることになると考えております。 

 他地区の例でも、例えば学校施設の中に、校舎と一緒に区施設が入って、複合化してい

る例もございます。今回、新しく仮校舎を建てる中で、現状の施設をどういった形で再構

築していくのかというところも、今後の検討になってくるかと思っています。 

酒井委員） 

 分かりました。 

金子教育長） 

 どういう複合計画になるのか、ご心配と思いますので、教育委員会として、逐次報告し

ていきます。 

酒井委員） 

 地域の方も、保護者の方も、その辺がきちんとしてないと、ご心配されるのではないか

と思います。開けてみると、校舎が狭いなど、それも心配だったもので質問させていただ

きました。 

金子教育長） 

 そうですね。使えるのはいいけど、これではねとならないようにしたいと思います。 

 もう一つ付け加えますと、現在、西部区民事務所が管轄する、多目的ホールという名前

の旧小学校の体育館について、そのまま残そうということで進んでおり、今は一般開放だ

けをしていますけども、場合によってはまた使えるかもしれないということで、そこも検

討の一つに入っています。 

酒井委員） 

 そうですね。分かりました。ありがとうございます。 

金子教育長） 

 他にいかがでしょうか。 

 はい、白倉委員。 

白倉委員） 

 １キロ圏内で、千川中学校を含めて、未改築の学校が６校あると思うので、この仮校舎

を造ったら、６校を優先的に改築していって、仮校舎を上手く使うような組立てをしてい
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ったらいいのではないかと思います。近い方が、当然、生徒にとっても、安全面のことも

考えても、いいと思います。 

 私は、真和中学校じゃなくて、少しお金はかかるかと思いますけど、これを使えるので

あれば、こっちの方がいいと思います。 

金子教育長） 

 ありがとうございます。 

 他にございますか。 

 樋口委員、お願いします。 

樋口委員） 

 私も、子供のためには、近い方が、安全面などのいろいろ意味から、良いと思います。 

 今回、仮校舎を建てるということは、今の白倉委員のお話にも関わるのですが、今後も、

この仮校舎を使うというお気持ちなのでしょうか。 

金子教育長） 

 はい、学校施設課長。 

学校施設課長） 

 今回、千川中学校が使用する新たな仮校舎は、周辺の未改築校の仮校舎として、千川中

学校含めて６校使える可能性が出てまいります。 

９ページご覧ください。この地図は、旧平和小学校を中心に、半径１キロの円を囲って

ございます。半径１キロ以内であれば、子供たちが通える範囲かなと考えております。そ

の中には、千川中学校を含めて６校の記載がございます。この６校の中には小学校、中学

校や学校の規模が異なりますので、仕様も若干異なるところもございます。こういったと

ころも、今後、仮校舎を検討する中で、念頭に入れつつ整備することを考えたいと思って

いるところでございます。 

金子教育長） 

 はい、樋口委員。 

樋口委員） 

 長寿命化計画を推進する方向性だと思っており、もうしばらくは、大きな改築はないと

考えていたものですから、１校のためだともったいないなという思いがありました。 

 ２点目です。もともと旧平和小って狭いですよね。この狭いところに仮校舎を建てて、

もし、同時並行で事務所の方もとなったら、体育などの授業は難しいだろうなと思ったの

ですが、それは時期がずれるということですよね。 

金子教育長） 

 はい、学校施設課長。 

学校施設課長） 

 ご指摘の通り、旧平和小学校の敷地は、学校敷地としては、豊島区の敷地はあまり広く

ない中でも狭い部類に入ります。しかし、例えば、巣鴨北中学校は、より狭い旧朝日中学
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校の敷地を使ってございました。建物配置を工夫し、グラウンドの一定程度を確保するこ

とで、これまで豊島区が使ってきた仮校舎の一定レベルのスペックといいますか、校庭の

広さや環境というのは、確保出来るのではないかと考えております。 

金子教育長） 

 はい、樋口委員。 

樋口委員） 

 いろいろとお考えの上で進めてくださっていると思いますので、どうぞ宜しくお願いい

たします。 

金子教育長） 

 そうですね。付け加えますと、長寿命化計画というのが、実質は、千川中学校以降の改

築計画のことでございます。名称については、国のフレームで、そういう名前のものを作

りなさいというのがありまして、要するに、何でもかんでも改築と言うのではないという

のが、国のスタンスでした。いずれにしても、長寿命化は図るけれども、建て替えない学

校がないということではないというのは、大前提であり、これについては早めに建て替え

ようということです。躯体が弱いとか、いろいろな理由があると思いますが、仮校舎を設

けないと、計画が進んでいかないということが、これまでもありましたし、今後もあるか

と思います。 

 そういう面も、旧平和小学校のことに限らず、改めて検討を進めております。ご指摘い

ただいたように、この円を描いた中で、改築を待っている学校が幾つもあります。幾つか

が、もう少し長生き出来るとして伸ばしても、いずれ改築する必要がやってまいります。

その際に、どこに行ったらいいのかを確保しておくと、計画的に出来るのかなということ

がございます。 

 あわせて、西側の旧真和中学校の方においても、まだ幾つか残っているところがありま

す。こちらについても、時期はこれから検討しますけども、いずれ建て替えることが待ち

受けております。 

 本来、中間発表に至るまでの内容になってないものですが、長寿命化の方の検討の進み

具合をご報告しないと、全体が分からないということがあろうかと思い、今回報告させて

いただきました。先程ありましたように、９月が迫っているというのがあって、保護者が

選択される際に知らなかったということがあるといけないということで、確実になってい

るところだけでもお知らせしました。 

 他にございますか。 

 はい、村瀬委員。 

村瀬委員） 

 距離的にも、近い方が良かったなと思います。保護者の多くが、旧平和小にしてほしい

という要望があって、このような話になったのでしたっけ。 

金子教育長） 
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 はい、学校施設課長。 

学校施設課長） 

 もともとは、仮校舎を旧真和中学校で計画はしておりましたが、課題としては、距離が

遠いことと、西池袋中学校を越えて行くことになってしまうのでというところで、不安の

声がございました。しかし、当時は旧、平和小学校が仮校舎として、使える見込みがござ

いませんでした。 

この６月のタイミングで区長部局の方から西部複合施設計画の白紙撤回と、新しい検討

として仮校舎を入れるという発表がありましたので、教育委員会としては、こちらの部分

を活用出来れば、そういった保護者の方のご意見やご不安を解消出来るのではと考えまし

た。 

また、７月に立ち上げた建替え等を考える会には、地元の町会長や、千川中学校と千川

中学校学区にある小学校のＰＴＡ会長の方にもお入りいただきました。とりわけ、千川中

学校のＰＴＡ会長は、旧平和小学校の方に仮校舎を希望するとのことでした。その他、地

元の方のご意見も、もう旧平和小学校しかないだろうとご意見をいただいているところで

ございます。 

村瀬委員） 

 ありがとうございます。 

金子教育長） 

 今回は、幸いにも、白紙撤回があったので、それなら是非ということで名乗りを上げま

した。ここの地域は、これで収まりそうな絵柄になっていますけれども、実は東側の方な

どは、仮校舎問題を検討中であり、全体を検討すると、なかなか厳しい場所があります。 

 ここへ来て、この件がクローズアップされていると感じております。何故かというと、

ご案内の方もいらっしゃると思いますけど、当初、千登世橋中学校から始まった建替えは、

統合が非常に色濃い内容でございました。統合して、２つのものが１つになる、３つのも

のが１つという形でしたので、言わずもがなで、どれかを仮校舎にすればいいということ

で、仮校舎問題にはなりませんでした。 

 また、旧真和小や、旧平和小を使うことについて、何故、従前から議論になかったのか

を考えると、一旦閉校していて、区長部局の普通財産になっており、教育委員会の所管で

はなくなったからかなと思います。これから長期計画を立てるに当たっては、それが必須

の条件であるならば、こういう施設を使うことも前提として、教育委員会として、要望し

ていくべきだろうと思います。子供たちのために、言うべき点は言っていくべきだと考え

るところであります。 

 この辺りも整理しながら、新たな長寿命化計画の中で、先についても考えていきたいと

思っています。 

 これ見る限り、西側は、整理がついて計画が立てられるような感じにはなります。 

 宜しいでしょうか。 
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白倉委員） 

 はい。少し、よいでしょうか。 

金子教育長） 

 どうぞ、白倉委員。 

白倉委員） 

 旧真和中の近くには、建て替えなければいけない学校が、富士見台、長崎、椎名町とあ

るため、この旧真和中の仮校舎があるうちに、ここを使っていけるような計画を、長期的

な見地に立って、議論していただきたいなと思っています。 

金子教育長） 

 ありがとうございます。 

 はい、学校施設課長。 

学校施設課長） 

 現在、千川中学校までが改築計画に位置づけられておりまして、その先がございません

ので、委員からのご指摘も踏まえながら、そういったものを長寿命化計画の中で検討して

いきたいと考えております。 

金子教育長） 

 ありがとうございます。宜しいでしょうか。 

 直前になっての提案になって、大変申し訳ありません。スケジュールの関係もありまし

て、延長ということのみお知らせするということでありますので、決定させていただきた

いと思います。 

 これについては、了解したということにいたします。 

（委員全員異議なし 協議事項第１号了承） 

（４）協議事項第２号 学校給食への公費補助事業について 

金子教育長） 

 続きまして、協議事項の第２号、学校給食への公費補助事業につきまして、お願いしま

す。 

 はい、学務課長。 

＜学務課長 資料説明＞ 

金子教育長） 

 ご説明が終わりました。質問、ご意見ございましたらお願いします。 

 白倉委員、お願いします。 

白倉委員） 

 給食全体の質の向上を図るということなので、大変良いことだと思います。 

これは、今年度限りのことなのですか。 

学務課長） 

 この公費補助については、今年度からということで、来年度も引き続き適用していくも
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のでございます。 

金子教育長） 

 宜しいですか。 

白倉委員） 

 そうですね。来年度も引き続き、続けていくようにしていただきたいです。 

金子教育長） 

 ありがとうございます。 

 条例で縛っているわけではなく、予算事業ですが、多分区長部局の方も引き続くものと

は考えていると思いますし、こちらとしても、当然、そのように考えてやっていきたいと

考えております。 

 他にございますか。 

 はい、村瀬委員。 

村瀬委員） 

 ありがとうございます。給食の質が上がるということで、子供たちのなかには、喜ぶ子

もいるのではないかなと思います。 

質問です。他の区では現物支給として米をそのまま支給するところが多い中、豊島区は

それぞれの学校が買うということなのですが、購入元について、大抵ここの会社から買っ

ているのか、それぞれ別のところから買っているのか、そういった状況は、分かりますか。 

金子教育長） 

 現状の購入状況、分かりますか。 

 はい、学務課長。 

学務課長） 

 各学校で、その地域の近いところから米を購入しておりまして、その取引は様々でござ

います。現在、区内業者としては４社から、あとは東京都の学校給食会から、その他には、

直接、秋田県の白神というところから購入をしている学校もあります。 

村瀬委員） 

 ありがとうございます。 

金子教育長） 

 他にございますか。 

 樋口委員、お願いします。 

樋口委員） 

 週４回のうちの２回分を補助していただけるということで、来年になると、１年間だか

ら、その半分として、年間を通しては週１回分の補助の形になるのかなと思って、聞きま

した。 

 ということは、補助があっても、給食費は変わっていないから、その分、他の食材に充

てられると解釈して宜しいのですか。 
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金子教育長） 

 はい、学務課長。 

学務課長） 

 はい。説明が不十分ですみませんでした。年間で週２回分ということなので、今年度の

後半からだと、週４回分のお米の購入に、予算が充てられます。 

従前からお米を買う予定だったお金を、他の食材に回すことが出来るのかということで

すと、他の食材の購入に資するということが可能でございます。 

金子教育長） 

 宜しいですか。 

 はい、樋口委員。 

樋口委員） 

 今回に限り、後半戦だけなので、週４全てお米代は補助になるから、その分の費用を他

の食材に上乗せすることが可能であると、そういう解釈ですね。 

金子教育長） 

 はい、学務課長。 

学務課長） 

 はい、そうです。今回は、週４回分のお米の購入を他の食材に充てることが出来る。ま

た、来年度以降については、週２回分の食材、お米代を他の食材に回すことが出来るとい

うことでございます。 

金子教育長） 

 宜しいですか。 

 はい、村瀬委員。 

村瀬委員） 

 では、給食費はそのままということで大丈夫ですか。 

金子教育長） 

 はい、学務課長。 

学務課長） 

 おっしゃる通りです。 

消費増税があり人件費や運搬費が上がっている中で、食材の購入も、かなり厳しくなっ

ています。 

豊島区は、２３区の中でも、給食費が一番高く、中学校は、一律で３４０円、小学校は

平均で２７８円となっています。その分、給食の質は落としたくないということで、過去

に様々な賞も取るなど給食を充実してきている中、今回はいかに、給食費を値上げしない

ようにと、保護者負担の軽減も一部の目的としてあるということでございます。 

金子教育長） 

 宜しいでしょうか。値上げはしないということです。 
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 酒井委員、お願いします。 

酒井委員） 

 他自治体の実施状況を拝見しますと、他区では、一括購入で現物支給されています。各

学校で購入とすると、学校の事務量が増えるのでないかとも思ったりもするのですが、一

括購入しない積極的な理由というのは、いかがでしょうか。 

金子教育長） 

 はい、学務課長。 

学務課長） 

 この間、購入のことも議論しながら進めてきたところです。交流自治体からお米を買う

というスキームもあり、地元業者ですと、その交流自治体からお米が買うのが難しいとか、

お米屋さんが生産業者さんと既に契約しているため、区内業者から直接買うというのが、

なかなか難しいというところもあります。そうなると、地元業者を圧迫するところも出て

くると考えました。 

また、学校の負担については、なるべく生じないような形で進めていければと思ってい

ます。 

金子教育長） 

 宜しいですか。 

 はい、教育部長。 

教育部長） 

 学校の負担についてですが、今も学校ごとで給食の材料を購入しています。学校で費用

を徴収、精算して、主に栄養士が業者から購入となっており、その一環でやったほうがい

いと考えました。 

区から現物を支給されてしまうと、どこに置いたらいいだとか、その分のお金のやりく

りはどうするかなど、結構面倒が生じます。 

酒井委員） 

 そういう方が手間なのですね。 

教育部長） 

 その中で、お金を付与した方が、質を上げるなどのやりくりが出来るということで、学

校の負担を考えても、今の方法が一番いいということになりました。 

先ほど業者の話がありましたけども、学校にとっては、これまでと変わらないところに

補助の金額が増えて、使い道が増えます。現場とよく調整して、スキームを作っています。 

酒井委員） 

 ありがとうございます。よく分かりました。 

金子教育長） 

 どういうふうに給食の事務をしていくかということで、深いものがありました。そもそ

ものテーマとしても、公会計化の問題などを抱えていまして、今後検討していくというこ
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とにはなっておりますが、現在は、そこまでは至っていない状況です。 

ご指摘のように、他区の箇所には現物支給と書いてあるので、何故違うのかは今後も聞

かれると思うので、しっかり答えられるように説明を整理しておいてほしいと思います。 

 他にございますか。宜しいですか。 

 それでは、今回学校給食への補助について実施していきたいと考えます。宜しくお願い

いたします。 

（委員全員異議なし 協議事項第２号了承） 

（５）報告事項第２号 ＩＣＴ環境の整備について 

金子教育長） 

 続きまして、報告事項第２号、ＩＣＴ環境の整備につきまして、ご報告お願いします。 

 はい、庶務課長。 

＜庶務課長 資料説明＞ 

金子教育長） 

 研修計画については、最初の３か月間で基礎を使えるようにしようという感じですね。 

報告は以上でございますが、ご質問、ご意見ありましたらお願いいたします。 

 導入を始めて、ここまでは順調ということですが、何かご質問、ご意見ございますか。 

 はい、村瀬委員。 

村瀬委員） 

 たくさん研修をそろえてくださって、先生たちもやる気がある雰囲気がありますので、

ありがたいと思います。子供たちは、普段からタブレットやパソコンに触れる子も多かっ

たりするので、一番大変なのは先生たちで、ご負担があるのではないかなと思っていまし

た。 

 タブレット配付について、子供たちがすごく楽しみにしているのはもちろんのこと、先

生たちもこうやってたくさん研修をして、生徒たちがこれからコミュニケーションしてい

くのに、すごくありがたいなと思います。 

親のアカウントも、これから配ると聞いているのですけども、お手紙なども全てネット

で見られるようになれば、子供たちが親に渡し忘れている手紙も見ることが出来ますし、

子供は日本語分かるけども、親は分からないという家庭についても、ＰＤＦであれば、翻

訳機にかけて大体分かるような感じになります。そういう面でもいいのではないかと思い

ます。 

すごく大変なことだと思いますが、親としても、先生たち、温かく見て応援していきた

いなと思っています。 

金子教育長） 

 ありがとうございます。 

 他ありますでしょうか。 

 樋口委員、お願いします。 
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樋口委員） 

 細やかなところに気を配りながら進めていただいて、感謝します。 

今後は、子供たちが毎日持って帰ることになっていくと思いますが、どうやって持って

帰っているのですか。 

金子教育長） 

 はい、庶務課長。 

庶務課長） 

 タブレットは頑丈に出来ていて、落としても壊れない製品となっています。学校によっ

ては袋を用意するところもあるようですが、まだ決定したとは聞いておりませんので、ほ

ぼ、そのままランドセルやかばんの中に入れて持って帰るようになります。小学生は、ラ

ンドセルに入れるというふうにしていただいて、それが一番安全だということで、そのよ

うな形で持って帰っていただいております。 

樋口委員） 

 分かりました。小さいサイズなのですね。 

庶務課長） 

 後程、現物をお持ちします。 

樋口委員） 

 はい、ありがとうございます。 

 もう一つです。Chormebookの使用モラルについて、これは大事なことだと思います。東

京ＳＮＳルールというのがあって、それを基に各学校でＳＮＳのルールづくりをしている

と思うのですが、あまりにたくさんあると、何だか分からなくなってしまうので、ここに

全部集約を出来るといいのかなと思ったのが１点です。 

もうひとつは、各学校の教員たちが、子供たちに対して、同時に情報モラルの指導をき

ちんとやっていただきたいと思いました。是非、この辺りのところも、各学校でお願い出

来たらありがたいと思っています。 

金子教育長） 

 はい、庶務課長。 

庶務課長） 

 指導課とも連携しながら、しっかりやっていきたいと考えてございます。使用のルール

について、インターネットのフィルタリング等、どの程度やっていくのかについては、子

供たちの状況に合わせて、運用していくべきだと考えております。学校現場の意見を十分

に反映するため、ＰＴを組んでおりますので、そのＰＴで最終的には決定していきたいと

思っております。 

金子教育長） 

 では、現物が届きましたので、どうぞ。 

そんなに軽くはないですよね、持っていただくと。 
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樋口委員） 

 これ、低学年は重いかもしれませんね。 

酒井委員） 

 そうですね、結構１年生には重いですよね。 

金子教育長） 

 指導課長、どうぞ。 

指導課長） 

 重さは１．３キロ、教科書３冊分になります。 

 したがって、樋口委員がご心配いただいているように、どうやって持ち帰るかというの

は、とても苦慮するところです。 

 小学生はランドセルに入れていくのが一番安全なので、あえてカバーかけずに入れた方

が、Chormebookがはっきり見えて、存在が分かるのでいいかなと思っています。先程のＳ

ＮＳルールと同じように、携行品についても、学校でそれぞれルール作っていますので、

子供たちがちゃんと自主的に守れるようにルールの見直しをしてほしいということは、指

導課の方指導済みでございます。一つ一つ、今ある課題を潰していくという状況です。 

金子教育長） 

 持ち帰りの部分については議論があったところですけども、ここへ来て、教科書３冊分

ということですね。 

 村瀬委員、宜しいですか。 

村瀬委員） 

 樋口委員がおっしゃったように、情報モラルの指導が一番大事になってくると思います。 

 また、保険に入っているから壊れてもほぼ補償ということにはなっているのですが、結

構重いので、子供たちの扱いがとても心配ですね。水筒がこぼれたりと、いろいろなこと

が起こる可能性があるので、出来れば、クッション性のあるような袋にいれてから、かば

んにいれてほしいなと思います。学校が用意しなくても、子供たちにそれぞれ好きなもの

に入れてくださいねと、一言言ってくださったら、親も用意出来るのではないかなと思い

ます。１００円均一にもありますし。 

金子教育長） 

 この辺は、各学校や保護者の方からも、そういう議論が、出ると想定しています。教科

書３冊分だということもあって、運用についても、これから出てくるのかなと思います。

最初のうちは、特に小さい子においては、毎日必ず持ち帰らせるということにしない運用

もあるかもしれません。その辺りの実践を、教育委員会の方で必ずこうしなさいと言うの

もどうかと思っていますので、袋の問題も含めて、先生方に状況を聞きながら進んでいく

ことになります。あるいは、僕らが言う前に、袋に入れて持ってくる子もいるかもしれま

せんし、そういうものがどういうふうに発展していくのかですね。様々なご心配があると

思いますが、とにかく初めてのことなので、そういうところを見ながら、気をつけていき
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たいと思います。 

 それから、もう一点。私も心配だったので、今度のタブレットを、ＳＮＳのように使う

ことも出来るのかということを確認しましたが、出来ないということになっています。メ

ール機能があったりはしますけども、学校との関係ということなので、現状の仕様では、

子供同士の自由な連絡は出来ないということを確認しました。 

 また、何時までタブレットに触れるのかについては、ＳＮＳルールとして、それぞれの

学校が考えてくれていますので、それに合わせていくのが一番良いだろうと考えておりま

す。 

 はい、酒井委員、どうぞ。 

酒井委員） 

 非常に大変よく分かりましたし、すばらしいことだと思いました。 

子供たちは、学校から自宅に持って帰った場合に、自宅では、主にＷｉ－Ｆｉになると

思いますが、自宅のネット環境に繋がるわけですね。その際に、情報が外部に漏れないか

といいますか、学校とのやり取りが他のところから盗み見られないのかを危惧しておりま

す。そういったセキュリティ的な問題はいかがでしょうか。 

金子教育長） 

 はい、庶務課長。 

庶務課長） 

 インターネットを閲覧するときは、子供がインターネットで検索するわけですが、学習

で使うＧｏｏｇｌｅのＧ Ｓｕｉｔｅ ｆｏｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎは豊島区の専用領域

を作っていまして、その専用領域の中に、子供たちの学習履歴等を残していくことになり

ます。インターネットに接続するときは、一旦、Ｇ Ｓｕｉｔｅ ｆｏｒ Ｅｄｕｃａｔ

ｉｏｎから出て、もう一回インターネットに接続する形になっておりますが、豊島区の専

用領域の中からはインターネットに直接繋がらないようにしております。これは、そうい

った個人情報の問題、子供たちの学習履歴等も個人情報の一つとして考えて情報セキュリ

ティの面を重視して、このような仕組みにしております。 

 なので、インターネットの活用は出来ますけれども、先程、教育長が申し上げたように、

ＳＮＳ、メール、それからチャット機能というのは、自由に出来ないようにしています。

そういった意味では、今のところの最大限の予防をしていると思っております。 

酒井委員） 

 ありがとうございます。 

もう一つ、お願いです。この研修計画の最初の文章の中に、「今後は情報化に対応した

教育の充実と、それから不登校、外国籍の児童・生徒などにも大いに活用する」とありま

すが、これらについては、学校で行動出来る部分が限られているので、教育委員会が主導

して、計画を立ててやっていただけると大変ありがたいと思っています。 

 特に不登校、外国籍の児童・生徒のケアという部分は、教育委員会で、ある程度、構想
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を組み立てないと、なかなか動かないことかなと思います。 

金子教育長） 

 ありがとうございます。 

 はい、庶務課長。 

庶務課長） 

 ありがとうございます。本当にその通りで、不登校や外国籍の児童についての対策につ

いては、教育センターが中心となって担っていくべきと考えており、今回、教育長を頭に

したＰＴを組んでいます。ＰＴの下部組織として、教育センター所長を筆頭とした不登校

対策について検討する組織も作っておりますので、まさに、この辺りの使い方については、

教育委員会の中で決めていくこととなります。 

それから、学校現場との連携でやっていくこととあると思いますので、それは集中的に

やっていきたいと思っています。 

酒井委員） 

 ありがとうございます。 

金子教育長） 

 ＰＴについては、先月キックオフしまして、昨日は第２回目を行いました。この中では、

例えば袋に入れるのかまでは縛るつもりはないのですが、そういった細かいところは大丈

夫かとか、あるいは学校は何を困っているかを全部吸い上げる機能とか、それから、一方

ではタブレットは与えたけれども、どう使っていいか分からず止まってしまうことを防ぐ

ために、学校は是非こういうことはやってほしいということについて、学校の代表で入っ

ていただきながら、教育委員会が主導でやるという中で、検討しております。また、次回

あたりに、どういうフレームでやっているかをご報告したいと思います。 

こういう検討組織がないと、通常の各課の業務の中だけでは厳しいと思いますので、そ

ういう意味で、教育委員会が主導でやっている面と、現場から意見を吸い上げるためにも

学校に入っていただきながら、ＰＴを組んで進めていきたいと思っています。 

我々も、お手本があるわけではなく、全く未開の地ですから、どんなことが起きるか分

かりませんので、そこについては、また、ご報告をさせていただきます。 

 教育センター所長、どうぞ。 

教育センター所長） 

 教育センターも、今不登校の子供たち、それから特別な配慮を要する児童・生徒に対し

ましても、このタブレットをどう使うことが効果的なのかを学校の先生方と連携をしなが

ら進めていきたいと考えております。どうぞ宜しくお願いいたします。 

金子教育長） 

 ありがとうございます。 

 他にございますか。宜しいでしょうか。 

 それでは、課題が多いですけども、進めてまいりたいと思っております。 
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宜しくお願いします。報告２号、終わります。 

（委員全員異議なし 報告事項第２号了承） 

（６）報告事項第３号 インターナショナルセーフスクール推進事業認定校１校当たりの

事業費の推移 

金子教育長） 

 続きまして、報告第３号、インターナショナルセーフスクール推進事業認定校１校当た

りの事業費の推移ですね。お願いいたします。 

 はい、教育施策推進担当課長。 

＜教育施策推進担当課長 資料説明＞ 

金子教育長） 

 ご説明終わりました。宜しいでしょうか。 

 教育部長、どうぞ。 

教育部長） 

 前回、私、１校当たり、当初より１０分の１程度に減っているというふうに言ってしま

いましたが、訂正させていただきます。 

金子教育長） 

 区全体でセーフコミュニティというのをやっていますが、それも、大体同様の連携でや

っています。 

 ここに来て、コロナ禍でどう進めるのかという、根本問題に立ち向かっているところで

すので、今後、また改めてお伺いをしていかないといけないと思います。その中で、経費

問題についても、新たな展開するのかと思います。 

 今後も、またご報告していきますので、宜しくお願いいたします。 

（委員全員異議なし 報告事項第３号了承） 

（７）報告事項第４号 池袋第一小学校仮校舎の安全対策について 

金子教育長） 

 続きまして、報告第４号、池袋第一小学校仮校舎の安全対策について、ご説明お願いし

ます。 

 学務課長、どうぞ。 

＜学務課長、学校施設課長 資料説明＞ 

金子教育長） 

 現地が分からないと、分かりにくいところがあったかもしれませんけど、報告が終わり

ました。ご質問、ご意見ございましたら、お願いします。 

 宜しいでしょうか。 

 ４月からこの仮校舎への通学が始まって、あと１年ですか。 

学務課長） 

 あと、丸２年です。 
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金子教育長） 

 丸２年続きますから、安全対策はきちんとしなくてはいけないですね。 

 はい、白倉委員。 

白倉委員） 

 今年の４月から、警備員、ＰＴＡ、指導員もやってくれているのですね。登校時間には

車の通行が出来ないようになっていると思うのですけど、何か不都合とか、事故とか起こ

ったことはあるのですか。 

金子教育長） 

 どうですか。 

 はい、学務課長。 

学務課長） 

 登校の時間の事故というのは、池袋第一小学校ではないのですが、池袋本町小学校の方

で帰りの時間帯に、車に接触したという報告は上がっております。 

 その他は、そういった事故があったというのはありません。警備員をしっかり配置して

いるおかげで、非常に良い形で子供たちが登校しているのかなという状況でございます。 

金子教育長） 

 はい、白倉委員。 

白倉委員） 

 今の件は、以前ご報告があった、子供が後ろ向きで歩いていてぶつかったとかというよ

うなケースだと思います。警備へは当然お願いしてあると思いますが、子供たちにも、交

通安全とか、道路の歩き方の指導などを、引き続き、徹底するようにお願いしたいと思い

ます。 

金子教育長） 

 ありがとうございます。 

 はい、学務課長。 

学務課長） 

 池袋第一小学校も池袋本町小学校もＩＳＳの認証校ということで、先日も池袋第一小学

校の方でＩＳＳの報告も聞いてまいりました。その中で、学校の方でも、子供たちの教育

をやっていることも確認してきたところでございます。 

金子教育長） 

 ご指摘のように、特に、朝はいつもと違う形なので、自分たちで自覚持って、交通ルー

ル守らないと危ないときあります。大人が面倒見ていますけど、帰りは、ばらばらになっ

たりしますから、そこについては、教育の一環ということで、交通教育をやっていると思

っております。 

 他にございますか。 

 樋口委員、どうぞ。 
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樋口委員） 

 私が一番心配したのは、ひばりがやの地下道が、狭くて大変な状況になるのではないか

ということでした。 

 今のお話を伺っても、大変手厚く配慮していただいていますし、先程の宮本課長のお話

のように、子供たちのことを第一に考えての細やかな連携折衝等、本当に感謝いたします。

ありがとうございます。 

 区の方から、人の配置をしていただいていますが、私は、ＩＳＳをしている地域なのだ

から、こういうときこそお力添えをいただきたいと思っています。既に、お力を貸してく

ださっているところがあるとは思いますが、地域の人たちが、どのような努力やお力添え

をしてくださっているかというのがあれば教えてもらってもいいですか。 

学務課長） 

 池袋第一小学校も、池袋本町小学校も、保護者の方や地域の方も立ってくださって、子

供の見守りをしっかりしていただいているなと思っております。 

また、池袋第一小学校のＰＴＡは、ＰＴＡの中でホームページを作って、通学路の情報

をホームページに上げてくださるなど、地域挙げて、通学路の対策、取り組んでいただい

ているというのが状況というところでございます。 

金子教育長） 

 はい、樋口委員。 

樋口委員） 

 ありがとうございます。 

 保護者の方はもとより、地域自体が、子供たちを見守っているというところをアピール

するチャンスにもなろうかと思います。宜しくお願いします。 

金子教育長） 

 他にございますか。宜しいでしょうか。 

 本町地区は、大きい道路が通るような計画がある地区である絡みもありまして、いろい

ろなまちづくり事業をやっているというのも、非常に助かっているといいますか、区長部

局の方で土地を買うことが出来ている状況でして、そういったところで協力してやらせて

いただいております。 

 宜しいでしょうか。今後も何かありましたら、ご報告してまいりたいと思います。 

 第４号まで報告終わりました。 

（委員全員異議なし 報告事項第４号了承） 

金子教育長） 

 以下は、人事案件になりますので傍聴人におかれましては、ご退席をお願いいたします。

ありがとうございました。 

＜傍聴者退場＞ 

（８）報告事項第５号 会計年度任用職員（文化財保護専門員）の配置について 



21

金子教育長） 

 では、報告事項第５号、会計年度任用職員の配置について、庶務課長からお願いします。 

 はい、庶務課長。 

人事案件のため非公開 

（委員全員異議なし 報告事項第５号了承） 

（９）報告事項第６号 会計年度任用職員（スクール・スキップ・サポーター）の配置に

ついて 

金子教育長） 

 続きまして、報告の６号、スクール・スキップ・サポーターの配置につきまして、放課

後対策課長、ご報告お願いします。どうぞ。 

人事案件のため非公開 

（委員全員異議なし 報告事項第６号了承） 

（１０）報告事項第７号 会計年度任用職員（部活動指導員）の配置について 

金子教育長） 

 それでは、次参ります。報告事項第７号、会計年度任用職員（部活動指導員）の配置に

ついて、報告をお願いします。 

人事案件のため非公開 

（委員全員異議なし 報告事項第７号了承） 

（１１）報告事項第８号 園長の職務代理について 

金子教育長） 

 では、報告事項第８号、園長の職務代理について、お願いいたします。 

人事案件のため非公開 

（委員全員異議なし 報告事項第８号了承） 

金子教育長） 

 それでは、長時間にわたり、ありがとうございました。第９回の教育委員会、閉じさせ

ていただきます。 

（午後１１時５５分 閉会） 


